
　　　　

2026 年 3 月 30 日

12 時 0 分から 18 時 0 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 ・季節ごとの行事　・グループ内保育園児との交流　・他事業所児童との交流　・体育講師による運動プログラム　・買い物、公園、図書館等へのお出かけ　・防災訓練（1回/月）

（別添資料１）

家族支援
保護者面談の時間を設け、様子を丁寧に伝えるとともに、家庭での様子を聞き
取り、情報を交換し、保護者の心配ごとへの助言を行う

移行支援
学校との交流をしながら、子どもだけでなく、職員間の連携を図り、自立
支援協議会に参加し、役割分担をしながら支援ができるようにする

地域支援・地域連携
児童が通う学校や学童、他事業所、児童相談所等との情報連携や調整、支援方
法や環境調整等に関する相談援助、計画の作成又は見直しに関する会議の開催
等を行う

職員の質の向上
・施設内研修、勉強会
・外部研修への参加
・保育士、児発管等各種資格取得補助

支　援　内　容

〈生活学習・体育〉
・本人のスケジュールに沿って活動できるよう環境調整を行う
・食事、排泄、手洗い、文字書き、会話等の生活に必要な力を身に付けられるよう支援を行う

〈体育・感覚刺激・SST〉
・日常生活で必要な体力および筋力の維持、またストレス発散のため運動の機会を設け、運動や身体を動かす遊びを通して体力筋力の向上や楽しさを感じられることを目指す

本
人
支
援

〈算数・国語・認識学習〉
・お金や時計の概念を学び、少しずつ日常生活に必要な知識を付ける
・漢字の読み書き、計算、文章題など本人にとって難しい問題でも頑張って取り組めるような支援を行う
・本人のスケジュールに沿って活動できるよう環境調整を行う

〈国語・SST〉
・本人の気持ちや理由を代弁したり、選択肢を提示して選択してもらい、徐々に自分で表現することを目指す
・コミュニケーション手段としてタブレット等を活用して表出機会を増やす

〈SST・運動・余暇支援〉
・様々な状況で本人の気持ちと他者の気持ちを確認し、行動調整につなげる
・遊び、ゲーム、外出等で他者とのコミュニケーションややり取りを楽しみ学ぶ機会を設ける

支援方針
学校通学中の障害児に対して、放課後や夏休み等の長期休暇中において、生活能力向上のための支援等を継続的に提供いたします。
就学児の放課後等の支援として活動の場を提供し、社会に適応するための日常的なトレーニング、レクリエーション、創作活動、見守り、休息などの支援を行います。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
1.全人的かつ高品質のサービスを高い技術と心で実践します。
2.関わる全ての人へ清潔・誠意・誠実な態度で相互理解と信頼構築の努力を続けます。
3.地域・社会に対し安定的、長期的に社会貢献することを企業価値・企業利益としていきます。

事業所名 健生児童デイサービス 作成日支援プログラム


